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-ヤツメウナギの3種のリンパ球- 
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疾患プロテオゲノム研究センター  
１Ｆ交流ホール  

第１５４回免疫系発生学セミナー 大学院特別講義 
新学術領域「免疫四次元空間ダイナミクス」共催講演会 

ヒトを含む脊椎動物に固有の適応免疫システムの発生機構について、ヤツメウナギのVLR受容体を 
自ら発見してユニークな研究を進めている米国エモリー大学の平野博士を招いてセミナーを開催 
いたします。多数のご参加をお待ちしております。 
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